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日本列島およびその周辺には亜種の関係にあるサクラマス Oncorhynchusmasou masou，サツ

キマス Oncorhynchusmasou ish此awae，ピワマス Oncorhynchusmasou subsp.，タイワンマス

Oncorhynchus masou formosanusが生息し，総称してサクラマス群と呼ばれている．このうちピ

ワマスは琵琶湖固有亜種であり，その生息域はサツキマスの分布域に含まれる．これまでピワ

マスは他亜種と異なり，河川残留型や初夏に河川に遡上する早期遡上群は存在しないとされて

きた．また，琵琶湖流入河川の上流にはサツキマスの河川型であるアマゴが生息するが，ピワ

マスは産卵期に流入河川の上流まで遡上しないことから両者の遭遇はなく，同一水系内での両

亜種の共存は可能と考えられてきた．しかし，過去の文献の精査から琵琶湖水系にも早期遡上

マスが存在し，ピワマス幼魚とアマゴが混同されていた可能性が明らかとなった．このことは，

琵琶湖水系における両亜種の共存様式が従来の学説とは異なる可能性を示唆する．そこで本研

究では，琵琶湖水系に生息するサクラマス群魚類について形態と遺伝情報を元に両亜種の関係

を明らかにすると共に，ピ、ワマスの保全に向けた提言を行った．

第 l章ではビワマス幼魚とアマゴを形態的に区別するための判別式を作成し，これを用いて

ビワマスの産卵場付近で採集されたパ一個体の亜種判別を試みた．その結果，雄雌各 l個体を

除き全てビワマスに判別された また，雄の約4割は成熟していたことから，ピワマスにおい

ても他亜種と同様，河川残留型成熟雄の存在が確認された．

第2章では早期遡上個体について形態判別と mtDNA分析による亜種の同定を試みた その

結果， 7割がピワマス， 2割がアマゴに同定され，残りの l割は両亜種の交雑個体の可能性が示

唆された．このことから，過去の文献に見られる早期遡上マスは，ピワマスの可能性が高いこ

とが明らかになった．

第3章では琵琶湖内に生息するピワマスと降湖型アマゴについて， mtDNA分析と AFLP分析に

より両亜種の交雑状況を調査した．その結果，ピワマスから降湖型アマゴへの遺伝子浸透は

（備考）日本語（2000字以内）または英語（500ワード以内）にまとめて記載してください。



＇ι 

置

氏 名桑原雅之

（別紙様式第6号）

示唆されたが，逆方向の遺伝子浸透は殆ど認められなかった．これは，ピワマス放流個体由来

の河川残留型早熟雄と放流アマゴの雌の交雑に因るものと考えられた．また， mtDNAのハプロ

タイプ分析の結果から，降湖型アマゴは醒井養鱒場産アマゴに由来する可能性が高いことが明

らかになった．

第4章では琵琶湖流入河川の上流域に生息するパーについて，第3章と同様に遺伝的集団構

造の推定を行った．その結果，ピワマス型，放流アマゴ型（2タイプj，由来不明型の計4タイ

プのゲノムの存在が示唆された．由来不明型については，分布状況等から判断して琵琶湖流入

河川在来のアマゴ（在来アマゴ）の可能性が高く，過去にピワマスと交雑を経験した可能性が

考えられた．

第 l章と第2章の結果からピワマスにも河川残留型と早期遡上群の存在が明らかになった．

しかしながら，ピワマスの多くは降湖型で晩期遡上を行い，他E種より降河時期が早く，湖内

での生活期間も長い．サケ科魚類では，一般に河川より海域の生産性が高い高緯度地方ほど海

への依存度が高いとされている．そこで，既報のデータを用い，琵琶湖とほぼ同緯度に位置す

る伊勢湾との間で基礎生産量を比較したところ，琵琶湖は伊勢湾の約30倍で、あった．このこと

から，ピワマスは生活史多型を残しつつ，琵琶湖への依存度を高めたことが考えられる．第3

章でアマゴからピワマスへの遺伝子浸透が殆ど見られなかった理由として，ピワマスの河川残

留型においては成熟雌が確認されなかった事に加え，初夏に遡上する降湖型アマゴは堰堤等に

より上流への遡上が不可能なため夏期の高温期に殆どが死亡し，秋期に遡上するピワマス晩期

遡上群とは産卵期に遭遇しないことによると考えられた．第4章で明らかとなった在来アマゴ

は，ビワマスとの交雑個体を含めて降湖していなかったと思われる．

以上のことから，琵琶湖水系に生息するサクラマス群魚類の遺伝的関係ならびにピワマスの

保全について以下の事が考えられる．ピ、ワマスは過去に河川残留型や早期遡上群を介して琵琶

湖流入河川の上流域で、在来アマゴと交雑群を形成していたが，主群となる晩期遡上群は在来ア

マゴと遺伝的交流がなく遺伝的特徴を保持してきた．しかしながら， 1970年の他水系産のアマ

ゴの放流開始により降湖型アマゴが出現し，ピワマスと同所的に生息するようになったことか

ら，今後両者の閲で交雑が進む危険性は極めて高い．このため，琵琶湖固有亜種であり重要水

産資源でもあるピワマスを保全していくためには，まずピワマスの種苗放流をアマゴと遭遇し

ない地点で行う必要がある 併せて，遊漁のための他水系産アマゴの放流を禁止すると共に，

放流種苗を琵琶湖水系の在来アマゴに変える必要がある その上で，河川の連続性を回復する

ことが重要である．加えて，ビワマスの分類学的位置付けを明らかにし，早急に学名を決定す

ることが肝要で、ある
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